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～はじめに～

イザベラ・バード顕彰プロジェクトとは

イギリスの探検家であるイザベラ・バードは、明治11年
（1878）に来⽇し、横浜から東北、北海道までを数か
⽉間かけて旅⾏、「⽇本奥地紀⾏」として著した。2018
年は来⽇140年、また2020年が「⽇本奥地紀⾏出版」
140年にあたることをふまえ、⼥性⼀⼈旅のパイオニアでも
あるイザベラの⾜跡をたどり、この⾜跡を国内外の多くの⼈
に知ってもらい、さらにイザベラがたどった⾜跡を国内外の
観光客に訪れてもらうため、昨年より顕彰プロジェクトを実
施してきました。この冊⼦はイザベラが来⽇し上陸した横
浜を⽪切に、昨年開催された北海道で開催されたシンポ
ジウムをとりまとめたものである。
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■第1部 イザベラ・バードと日本奥地紀行の旅

１．イザベラ・バードとはどんな女性だったのか
２．バードが旅した140年前の日本
３．日本奥地紀行の旅
４．横浜から日光まで
５．山王峠を越えて会津へ
６．川の旅を楽しんだ新潟
７．アルカディアの郷山形を行く
８．雨の中を旅した秋田
９．祭りや温泉を楽しんだ青森

１０．最終目的地の北海道
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■第2部
イザベラ・バード来日140年 顕彰プロジェクト
の記録

１．日本橋パネル展
２．横浜シンポジウム
３．日光シンポジウム
４．北海道シンポジウム
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■ 事業概要
訪日外国人旅行者が増大、各地で街道の再評価と街道を通じたインバウンド促進
が取り組まれている中、2018年の明治改元150年や英国人女性旅行家イザベラ・
バード来日140年を機に、日本の街道・町並の観光魅力を国内外に訴求し、地域活
性化を図るため、街道・国道の起点である日本橋において「街道観光展」を開催
■ 開催期間 平成30年11月27日（火）～12月16日（日）
■ 開催場所 東京都中央区日本橋室町1－3

国道４号地下歩道（東京メトロ三越前駅地下コンコース）
■ 主 催 特定非営利活動法人全国街道交流会議、一般財団法人日本みち

研究所、街道観光推進会議、街道交流首長会、名橋「日本橋」
保存会

■ 後 援 駐日英国大使館、中央区

日本橋「街道観光展2018」
テーマ ～古き良き日本へ ようこそ～

明治150年記念イザベラ・バード来日140年記念

■ 展示内容
① 「街道の数だけ日本がある～日本百街道」（街道交流首長会）
② 来日140年記念 イザベラ・バード「日本奥地紀行」の旅
③ 明治150年 土木コレクション2018 in 日本橋（土木学会）
④ 明治150年 明治期に活躍した土木の偉人たち（土木学会）
⑤ 日本遺産 六根清浄と六感治癒の地～日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指のラド

ン泉～（鳥取県三朝町）
⑥ 日本遺産（小浜市他）
⑦ 中央区 まち歩き観光（東京都中央区）
⑧ 旧街道を歩くためのみちに～ウォーカブルな日本橋（日本橋みち・まちづくり

協議会）
⑨ 東海道統一案内看板からのまちづくり（草津市立草津宿街道交流館）
⑩ ポスターセッション（富山県他）
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～イザベラ・バード140年を記念して～

「道の駅」の新たな連携を考えるシンポジウム
■開催日程：令和元年6月9日（日）
■開催場所：横浜港大さん橋CIQプラザ

（神奈川県横浜市中区海岸通1-1-4）
■開催趣旨

イザベラ・バードが来日してから140年が経過。イザベラ・バード
は横浜を出発して北海道まで旅行し、日本奥地紀行を出版、海外に日
本を紹介。今回のシンポジウムは、道の駅や街道等を通じて地域観光
の活性化を図ることを目的として開催。

■鼎談「イザベラ・バードの魅力を探る」

○(一財)日本みち研究所理事長、筑波大名誉教授

石田 東生氏

道の駅の連携を実際やろうとすると、具体的なテーマがな

いと中々むずかしい。イザベラ・バードが歩いたルート上に

は、「道の駅」が50くらいある。こういう「道の駅」がイザ

ベラ・バードをテーマに、地域へのゲートウェイとして連携

が強まれば良いと思っている。そして、イザベラ・バードが

残した非常に詳細な細やかな描写は、これからの地方創生の

視点の一つの非常に重要な情報源になると思う。

○株式会社JTBパブリッシング エグゼクティブアドバイザー

楓 千里氏

今後「道の駅」で外国人観光客を受け入れていくためには、

案内機能、免税店機能、クレジットカード機能といった整備が

具体的な課題となってくると思う。イザベラ・バードは、海外

から日本に来て通訳をつれて東京から北海道まで旅をしてい

る。日本でも、江戸時代、長い距離、旅をした女性の日記が

残っている。イザベラ・バードとその女性の日記を重ね合わ

せ、人が旅をする意味を考えてみるのも良いのではないか。

○株式会社金谷ホテルベーカリー代表取締役社長

申橋 弘之氏

イザベラ・バードの魅力は、交渉力がある、観察力がすご

く、絵や文章がうまい。恩人であるイザベラ・バードをもっ

と知ってもらうため、ホテルのフロントには写真を掲げてい

る、歴史館の中でビデオを流している、パンフレットの中に

紹介を載せる、宿泊客への館内案内の際にイザベラ・バード

の話をする等、地道な活動を行っている。
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特定非営利活動法人 東北みち会議 理事長 鐙 啓記氏

～イザベラ・バード140年を記念して～

「道の駅」の新たな連携を考えるシンポジウム

一般社団法人 全国道の駅連絡会 理事／山形県飯豊町長 後藤 幸平氏

これから「道の駅」に外国人の方を呼ぶためには、我々が、この150年間で

忘れてしまった、心の文化というか、物語、ストーリーを描いて何らかの形

で「道の駅」同士が連携する、そうした大きな広がりをもって展開をする、

そして、そこには人が必要なんだと思う。

物語を紹介し、もてなしをする人のいることがより大事なことで、それが

地域振興にもつながっていくと思う。人で呼ぶ、歴史で呼ぶ、ロマンで呼

ぶ、こういったことにつなげて行ければと思う。

■パネルディスカッション：「道の駅」の新たな連携を考える

道の駅「きつれがわ」支配人 知久 祐一氏

＜オーガナイザー＞

＜パネリスト＞

株式会社JTBパブリッシング エグゼクティブアドバイザー 楓 千里氏

外国人の方は、どんどん地方に興味を持たれて今後増えていく。外国人の方

は、歩くことを厭わない。そこで、整備がなされたイザベラ・バードの道をど

んどん外国の方に歩いてもらうことで、そこに新たな交流が生まれるのではな

いかと思う。

「道の駅」の新たな連携の一つとして、イザベラ・バードが通った道に関連

する大学とイザベラ・バードに関する研究、そして「道の駅」が連携すること

で、大学生が「道の駅」でイザベラ・バードの案内をする等、大学といったも

のを、もう一つの核として考えていくことで広がっていくのではないか。

「道の駅」のネットワーク化については、イザベラ・バードのことを考え

ながら、地域のグループの人たちと一緒になって、県を超えたネットワーク

化を行う。それによって情報発信力の強まりとか、「道の駅」同士、地域の

人たちと「道の駅」がつながる大きなきっかけとなる等、いろいろあると思

う。今後も、東北の「道の駅」をメインに、新潟とか、日光とか北海道とつ

ながりながら、イザベラ・バードと道の駅をつかって何らかの新しい風を起

こしたいなと思っている。

喜連川は、“喜ぶ”という文字があるで、夢きらりスタンプラリーという

ことで、福島県の喜多方、栃木県の喜連川、千葉県の大多喜も“喜び”とい

う文字が入るので、この3つの「道の駅」が連携を取ってスタンプラリーを

行っている。今は、誘いがあったら、とにかくに出て行って、自分たちをPR

しようということが一つのモットーになっている。「道の駅」の連携は、い

ろいろな可能性があると思う。
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～イザベラ・バード140年を記念して～

「道の駅」の新たな連携を考えるシンポジウム
○パネルディスカッション まとめ

＜コーディネーター＞
筑波大学 名誉教授／一般財団法人 日本みち研究所 理事長 石田 東生 氏

・残念ながらイザベラ・バードの知名度は、あまり高くない。
「道の駅」の連携も、それほど進んでいないという厳しい現実があ
る。そこを、これから皆さんと一緒にイザベラ・バードとの繋がり
方、地域との繋がり方、「道の駅」同士の繋がり方について、関係
者の進んでいこうとの力強いお話があったので、さらに展開してい
きたい。

・今日は横浜で、イザベラ・バードと「道の駅」との関係性について
議論した。全国道の駅連絡会と日本みち研究所が連携して、横浜を
出発点として、日光、会津、新潟、山形、秋田、最終的には北海道
まで。

・2020年が奥地紀行の出版140周年にあたる。イザベラ・バードが感
動した、良いアイヌ（民族）がたくさんいる、北海道の平取、その
すぐそばに2020年に多文化共生空間がオープンする。

・それを見据えながら、このような集まりをイザベラ・バードが辿っ
たところの要所要所で進め、イザベラ・バードの知名度を上げる、
「道の駅」との連携を、いろいろな方々からの知恵を拝借しなが
ら、具体的な議論、展開を図っていきたいと思っている。

今後もご協力頂きたい。
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～イザベラ・バード140年を記念して～

「道の駅」の新たな連携を考えるシンポジウム

■建設工業新聞（2019年6月25日（火）掲載

パネル展 開催
（横浜港大さん橋CIQプラザ）

同時開催
第12回横浜港大さん橋マルシェ
（全国から「道の駅」21駅がブース出店）
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イザベラ・バードと道の駅を考える会議 in 日光

 開催日程：令和元年11月21日（木）
 開催場所：【会議】田母沢御用邸 研修ホール

（栃木県日光市本町8-27）
 開催趣旨
○ イザベラ・バードが1878年に来日、旅行されて1880年に本を出版

しており、今年は執筆140周年にあたる。訪日先駆者であるイザベ
ラ・バードを記念して、バードの旅路でこのような会議・シンポジ
ウムを開催

○ 今回で第2回目はバードが非常に気に入って長く滞在された日光で
開催。

（第1回は今年の5月には日本に初上陸した横浜で第1回を開催）

■話題提供

○(一財)日本みち研究所理事長、筑波大名誉教授

石田 東生氏

テーマ「全国におけるイザベラに関する取組みや今後の展開の可能性」

道の駅とイザベラ・バードとの連携強化が重要。歴史的価値が非常に強く、女性目線で江

戸、大阪、京都など描写されている。周辺に立地する道の駅も多く道の駅の連携に役立つと

考え、イザベラ・バードをテーマに取り組む予定で訪日外国人の誘致でも役にたてると考え

ている。

横浜、日光に続き、東北でも開催を予定、ゴールは2020年に北海道で開催できればいい

と考えている。

○株式会社JTBパブリッシング エグゼクティブアドバイザー

楓 千里氏

テーマ「イザベラ・バードを観光資源としてインバウンドを誘致する工夫」

欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査にて、アジアはリピーターが多く全体数も多いが、欧

州はアジアに比べると低く今後の可能性がある。オリンピックの後どこに行きたいかのラン

キングでは日光も含まれるが東北が含まれておらず、伸びしろがある。日光とイザベラ・

バード等、とっかかりがあれば誘致の可能性あるので広がっていくのではと考える。
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イザベラ・バードと道の駅を考える会議 in 日光

○株式会社金谷ホテルベーカリー代表取締役社長 申橋 弘之氏

・テーマ「日光におけるイザベラ・バードの観光資源、今後の展開可能性」

金谷ホテルにとってイザベラ・バードは恩人である。
栃木県の観光は、魅力度では下の方で問題意識があり、日光はランキング上位だが栃木で

ランキングに入っているのは日光のみ。日光は観光資源の点で自然景観は恵まれているがイ
ザベラ・バードはおもてなしに感動している。

今後の展開可能性としてはイザベラ・バードが絶賛した「もてなし」を実践できているの
か再点検を考えるべき。また日光と足利で周遊できるよう連携を考えていきたい。

○一般社団法人北海道開発技術センター理事・地域政策研究所長

原 文宏氏

・テーマ「北海道地方におけるイザベラ・バードに関する取組み紹介」

北海道：イザベラ・バードの辿った道をめぐる会で活動、日本風景街道やNPO北海道
推進フォーラム等をからめて展開を考えていきたい。

今後の展開として道の駅、シンコヤ北海道、北海道エコ・モビリィ研究会などと連携
してフットパス＋サイクルツーリズム、アドベンチャートラベルなどをやる予定。北海
道推進フォーラムでは、学校の地域学習の教材でイザベラ・バードを使いたい。

○特定非営利活動法人 東北みち会議 理事長 鐙 啓記氏

・テーマ「東北地方におけるイザベラ・バードに関する取組み紹介」

県内では十三峠ツアー、イザベラ・バードの石碑や記念室、山形アルカディア観光局等、
さまざまな取り組みが行われてきている。

日光はバードが奥地紀行で紹介するまで欧米で未知だったが、出版後一挙に名前がヨー
ロッパに広まりその後欧米観光客が増えた。山形ではアルカディアの恩人として賞賛の動き
がある、バードは貴重な記録を残しており、いろいろな本や事を組み合わせて考えることで
バードの本当の意味合いが分かってくるので、バードを大事にしながら道の駅を組み合わせ
て取組んでいきたい。
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イザベラ・バードと道の駅を考える会議 in 日光

○会場から：とうほく街道会議・山屋氏

会津美里町旭の歴史を語る会・櫻井氏

西会津町・佐藤氏

バードはあまり知られていないので国内でもっと知ってもらいイギリスにも発信すべきで、
今後バードのネットワーク、交流会議やアルカディア会議、道の駅も交え、日光などと広域
連携していき個性ある地域づくりにつなげていくことが重要と考える。（山屋氏）

地域の過疎化が進んでいる中、隣町等との連携・ネットワークづくりをしていきたい。
（櫻井氏）

イザベラが称賛した部分や避難した部分にばかりとらわれるのではなく、イザベラ・バー
ドの目を通して、先人の暮らし文化などについて学びたいと思っている（佐藤氏）

②意見交換まとめ（石田先生）
• 各地域で様々な活動がされており、イザベラ・バードの存在の価値

は非常に大きいことを確認。
• 活動が停滞している地域が多いところが気になった。連携が必要。
• イギリス人を中心に、バードに関して海外発信を考えていく。
• 楓先生から「異日常」というキーワードをいただいたが、欧米人の

関心が高いのが「里」である。イザベラ・バードはそこを楽しんだ
と推測される。そこへのゲートウェイとして道の駅の役割は何か。
第3ステージとしての飛躍が大事なポイントとなる。

• 今後検討を進めていきたい

会 議 ： 田母沢御用邸 研修ホール 現地視察 ： 金谷ホテル歴史館
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イザベラ・バードと道の駅を考える会議 in 日光

③今後のイザベラ・バードに関する取組みについて「日光宣言」

2020年の『日本奥地紀行』出版140周年記念をキーワードとし

て、イギリスの女性旅行家であるイザベラ・バードを観光資源とす
ることで、地域活性化を図ります。まずは多くの人にイザベラ・
バードのことを知ってもらい、足跡をたどり、関連する地を訪れて
いただけるよう努力します。観光への対応を行うにあたり、以下の
取り組みを予定しています。

イザベラ・バード、地域、道の駅、日本風景街道など、地域の資

源を活かした観光等の連携を進めていきます。
イザベラ・バードの旅路に沿い、継続的にシンポジウムや会議等

を開催することで、関係者間で情報共有を行い、具体的な連携案を
検討します。横浜、日光に続き、新潟県、山形県等で開催した後、
令和２年度に北海道の白老で開催することを想定しています。
イザベラ・バードの記念物として、記念碑や案内パネル、看板など
を設置し、足跡をたどる拠点とします。「とるぱ」を活用すること
も想定しています。
今後、連携協議会を立ち上げ、活動の円滑化を図り、具体のメ
ニュー検討を進めます。例えば具体メニューとして、
①道の駅へのパネル設置
②観光誘致のためのマップ・記念物等の作成
③インバウンド（イギリス等）への情報発信

以上、イザベラ・バードに関する取り組みを行っていくことを宣言
いたします。

令和元年11月21日

特定非営利活動法人東北みち会議 理事長 鐙 啓記
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イザベラ・バード来日140年 顕彰プロジェクト

■第３部
顕彰プロジェクトのこれから
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■顕彰プロジェクトのこれから

イギリスの探検家であるイザベラ・バードが明治11
年（1878）に来日し、横浜から東北、北海道までを数
か月間かけて旅行、そして『日本奥地紀行』が出版され
て140周年を記念キーワードとして、2020年以降こ
れまで、横浜、日光、室蘭とシンポジウムを開催してき
た。
これまでの取組みから、具体には今後下記の取組みを

進めていくことを提案する。

○ 今後は、より多くの人に女性一人旅のパイオニアで
もあるイザベラ・バードのことを知ってもらい、イ
ザベラ・バード、地域、道の駅、日本風景街道など、
地域の資源を活かした観光等の連携を進めていき、
各地における地域活性化を図っていく上での観光資
源とすることで活用していくことが重要である。

○ 旅路周辺には立地する道の駅が多い。また道の駅以
外にも、日光金谷ホテル歴史館や南陽市ハイジア
パーク館内などにはイザベラ・バード記念コーナー
が設置されており、これらの道の駅等と連携を図り、
イザベラ・バードの記念物として記念碑や案内パネ
ル、看板などを設置し、足跡をたどる拠点とすると
ともに、観光誘致のためのマップ・記念物等の作成
を検討していく。これは「道の駅」にとっても地域
のゲートウェイとしての役割は何か、第3ステージと
しての飛躍上大事なポイントとなるとともに、道の
駅同士の連携にも効果があると考える。

○ イザベラ・バードがたどった旅路は、日本風景街道
ルートとの重なりも多い。シーニックバイウェイ北
海道、関東・東北地域の日本風景街道ルートとの連
携・活用、さらに、イザベラ・バードが東洋のアル
カディアと評した「山形置賜地域ほかの自然 景
観」を「とるぱ」として活用し、自然景観自体によ
る地域活性化・観光振興が必要である。



一般財団法人

日本みち研究所

○ 欧米人の関心が高いのが「里」であるが、イザベラ・
バードはそこを楽しんだと推測される。イザベラ・
バードの足跡を国内外の多くの人に知ってもらい、さ
らにイザベラがたどった足跡を母国イギリスをはじめ
とする国内外の観光客に訪れてもらうため、情報発信
を検討する。
イザベラがたどり、「東洋のアルカディア」と評した
山形を含む東北地方は、国内他地方に比べて欧米等か
らの旅行客が多くないのが現状であることが課題であ
るが、今後のアフターコロナ下、「イザベラ・バー
ド」をキーワードとしたインバウンド観光振興策の展
開が、東北地域の観光を復興・振興上効果が期待でき
ると考える。

○ 今回のプロジェクトを通してイザベラ・バードの存在
の価値は非常に大きいことがわかった。また同時に活
動が停滞している地域が多いところもわかった。
イザベラ・バードの旅路に沿い、地域間の連携を考え、
今回設立した「イザベラ・バードのみち交流連携ネッ
トワーク」内での連携強化し、地元自治体、アルカ
ディア街道ＩＢ倶楽部、とうほく街道会議、関東・東
北・北海道の道の駅連絡会等の関係組織との情報共有、
交流を深め、連携協議会を立ち上げによる活動の円滑
化を検討、継続的にシンポジウムや会議等を開催する
ことで、関係者間で情報共有を行い、具体的な連携案
を検討していくことが必要である。特に諸事情により
開催できなかった北陸・東北各地においての開催を模
索する。さらに具体のメニュー検討を進めていくこと
が重要であると考える。

以上


